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2016年度 第 1回常任理事会：議事録

日時：2016年 5月 22日（日） 1 4 時 00 分~ 1 7 時

00分

場 所：日本体育大学 5階中会議室

出席者：藤田主一理事長，谷口泰富副理事長

伊坂裕子，田中真介，外島裕，深澤伸

幸，古屋健，蓮花一己（五十音順）

山本勝則 （第 83回大会委員長）

軽部幸浩（広報委員会副委員長）

事 務局：宇部弘子（事務局長），福場久美子（幹

事） （敬称略）

I 報告事項

L 理事長挨拶（藤田主一理事長）

• 常任理事へ感謝の言菓が述べられた。

2. 厳事録確認（藤田主一理事長）

• 前回の常任理事会議事録を常任理事が確認

し，修正等があれば事務局長へ申 し出 る。加

搬修正等を施したうえで，『応用心理学研究』

ヘ掲載となる。

3. 各委員会報告

1)機関誌編集委員会（深澤イ申幸委員長）

・『応用心理学研究』第 41巻第 3号の刊行は

6月上旬の予定である。

・電子投稿の運用から 3年経過した時点で，投

稿論文 126本を受け付けている。

・現在審査中の論文は 18本で，査読作業は迅

速かつ順調に進んでいる。

2)企画委員会 （角山剛委員長）

• 昨年 12月に開催した公開シンポジウムの

テープ起こしが終わり ，編集中である。

• 今年度の公開シンポジウムの日程， 内容を検

討中である。

3)広報委員会（田中真介委員長）

・『応用心理学のクロスロ ード』vol.8の会員へ

の発送が無事に終了した。

4) 「応用心理士」認定審査委員会（外島裕委員

長）

・現在までに 2名の申請があった。

• 賞状ならびに認定証ケースの購入個数， 金額

の説明があった。

事務局たより

s)国際交流委員会（蓮花一己委員長）

• ICP2016での本学会と日本交通心理学会 との

共催シンポジウムについて，日程ならびに内

容等の説明があった。

・『応用心理学研究』英文特集号には， 14本の

投稿があり，現在 7本が採択， 4本が不採

択， 3本が改稿中である。

6)学会賞選考委員会（優秀大会発表質を含む）

（伊坂裕子委員長）

・「学会質」候補の推薦についての依頼文，推

薦書の締め切りについて説明があった。

・集計結果をもとに学会賞選考委員会で選考を

進め，次回の常任理事会に提出する予定であ

る。

7)学会活性 ・研究支援委員会（古屋健委員長）

• 他学会の若手研究者助成制度について，応募

資格，対象，助成金額，義務等の説明があ

り，本学会 として現在検討中である旨の説明

があった。

s)倫理委員会（谷口泰富委員長）

• 特にな し。

9)齊藤勇記念出版賞選考委員会（谷口泰富委員

長）

・現在，2件の推薦書籍が届いている。

• 委員会は委員長（副理事長）のほか，理事

長事務局長，編集委員長，広報委員長で構

成することが決定 した。

10)特別委員会（藤田主一理事長）

・「特別委員会」の正式な名称を検討する。

• 委員会の活動は，本学会の歴史等の記録を整

備することを目的にし，その時期の理事長が

中心となって行う 。

・ 活動は，年度ごとに目標を定めて行う予定で

ある。

4. 日本心理学諸学会連合について（谷口泰富委員

長）

• 6月 12日（日）に第 1回日本心理学諸学会連

合理事会が開催される 。

5. 心理学検定について （代読：宇部弘子事務局

長）

• 第 9回心理学検定の新しい試みと して，ス



事務局だより (179) 

マートフォン・サイトが開設された。

・広報活動に関し，ポスター広告等が行われて

しヽる。

・「表彰制度」の企画が話し合われている。

• 第 9回心理学検定の日程は， 2016年 8月 21

日（日） 14時からである。申し込みの締め

切りは 6月 21日である。

6. 2015年第 82回大会について （角山剛大会委員

長）

• 会員に対して感謝の意が表された。

• 大会の収支の報告があった。

7. 2016年第 83回大会について（山本勝則大会委

員長）

• 大会の日程，内容について説明があった。

• 5月 20日（金）現在の参加申込状祝は，ポス

ター発表 76件， ワークショップ 3件，大会

参加者 119名（非会員，連名発表者を含む），

懇親会 41名，総会 65名である。

8. 機関誌大会発表論文集の電子化 ・公開につい

て（軽部幸浩広報委員会副委員長）

• 他学会も J-STAGEへ移行をしている。

・J-STAGEの利用を決定した場合の説明があっ

た。

9. 国際文献社との業務契約について（宇部弘子事

務局長）

• 特になし。

10. 日本心理研修センターからの礼状について（藤

田主一理事長）

• 本学会から日本心理研修センターヘの奇付に

対して，礼状が届いた旨の報告があった。ま

た，寄付団体として，日本心理研修センター

ホームページヘ掲載されることへの説明が

あった。

11. 熊本地震について（藤田主一理事長）

• 第 83回大会の受付に募金箱を設置する。

・募金の使途に関しては，今後検討する。

12. トランク）レームヘの学会資料搬送について（藤

田主一理事長）

• 国際文献社に保管していた荷物は，すでに搬

入済みである。

• 大学等で保管 している荷物は， これから搬入

予定である。

13. その他（藤田主一理事長）

• 特になし。

Il 審議事項

1. 決算の件（宇部弘子事務局長）

• 2015年度決算書（案）の説明があった。

・決算額等について国際文献社に確認したうえ

で，次回の審議事項に再度提案する予定であ

る。

2. 予算の件（宇部弘子事務局長）

• 2016年度予算書（案）の説明があった。

・予算額等について国際文献社に確認したうえ

で，次回の審議事項に再度提案する予定であ

る。

3. 「応用心理士」詔定見直しの件（外島裕委員長）

• 「応用心理士」認定基準の経緯を確認してい

る。

4. 新入会員審査および会員異動に関する件（宇部

弘子事務局長）

・1名の終身会員申請があり，承認された。

戸沼文子（敬称略）

. 5名の一般会員の申請があり， 4名が承認，

1名が保留となった。

橋口誠志郎，山本睦，津野恵，小見裕

（敬称略）

・2016年 5月 18日現在の会員数は 1,275名で

ある。

＊次回の常任理事会は， 2016年 8月 7日（日） 14時

から日本体育大学にて開催する予定である。
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